
 
■
は
じ
め
に

　（
一
社
）北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
本
市
の
建
設
行
政
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
新
設
し
た「
都
市
整

備
局
」
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿

命
化
に
向
け
た
点
検
・
工
事
の
推

進
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
強

化
な
ど
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
土
木
関
係
部
門
と
住
宅
及
び

建
築
部
門
を
統
合
し
て
誕
生
し
た
組

織
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
市
予
算
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
北
九
州
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
呼
び
醒
ま
せ
！
『
成

長
へ
の
再
起
動（
第
２
弾
）』予
算
」を

踏
ま
え
て
、
所
管
す
る
各
事
業
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
道
路
事
業

　
都
市
の
成
長
と
強
靭
化
に
向
け
、

戸
畑
枝
光
線
や
恒
見
朽
網
線
な
ど
の

整
備
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
や
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
・
耐

震
化
な
ど
、
稼
げ
る
基
盤
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
自

転
車
利
用
環
境
づ
く
り
や
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
彩
り
あ
る
空
間
づ
く
り
と

と
も
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
や
安

全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
整
備
な

ど
、
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
み
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

■
河
川
事
業

　
気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
に
備
え
、
ハ
ー
ド
対
策

と
し
て
主
要
河
川
の
改
修
や
堆
積
土

砂
の
浚
渫
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
危
機

管
理
型
水
位
計
の
設
置
等
、
河
川
情

報
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
も
取
り
組

み
、
安
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
、
金
山
川
の
小

嶺
調
節
池（
４
万
ト
ン
）を
供
用
開
始

す
る
予
定
で
す
。

 

■
公
園
事
業

　
子
ど
も
た
ち
が
思
い
っ
き
り
遊
べ

る
公
園
、
子
育
て
世
代
が
安
心
・
快

適
に
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の
幅

広
い
意
見
を
生
か
し
た「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
公
園
」
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
引
き
続
き

「
地
域
に
役
立
つ
公
園
づ
く
り
」
や

公
園
施
設
の
長
寿
命
化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
彩
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

 

■
地
区
の
整
備
事
業

　
旦
過
地
区
で
は
、
神
嶽
川
の
河
川

改
修
と
土
地
区
画
整
理
事
業
を
一
体

的
に
行
う
再
整
備
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
立
体
換
地

建
築
物
整
備
の
年
度
内
着
工
を
目
指

し
、
移
転
交
渉
や
建
物
解
体
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業
で
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
南
側
駅
前
広
場
の

工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
駅
に

近
い
街
区
か
ら
整
備
を
進
め
、
し
っ

か
り
民
間
投
資
を
呼
び
込
み
、
市
内

外
か
ら
若
者
を
含
め
新
し
い
人
が
集

ま
り
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

■
お
わ
り
に

　
本
市
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン「
北
九

州
市
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に
掲

げ
る
３
つ
の
重
点
戦
略
、「
稼
げ
る

ま
ち
」「
彩
り
あ
る
ま
ち
」「
安
ら
ぐ
ま

ち
」
を
実
現
す
る
に
は
、
未
来
に
向

け
て
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
の
整

備
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

■
は
じ
め
に

　（
一
社
）北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
本
市
上
下
水
道
事
業
の
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
上
下
水
道
局
で
は
、
令
和
３
年
３

月
に
策
定
し
た「
上
下
水
道
事
業
中

期
経
営
計
画
２
０
２
５
」
に
掲
げ
た

各
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
将
来
を

見
据
え
た
安
定
的
な
事
業
経
営
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
上
下
水
道
施
設
の
強
靱
化

　
本
年
１
月
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
状
況
も
踏
ま
え
、

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
上
下
水
道
事
業
を
持
続

し
て
い
く
た
め
に
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
効
率
的
・
計
画
的
な
上
下

水
道
施
設
の
改
築
更
新
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
近
年
、
局
地
化
、
集
中
化

す
る
豪
雨
か
ら
市
民
の
生
活
を
守
る

た
め
、
効
果
的
に
施
設
整
備
を
進
め

て
い
く
ほ
か
、
水
道
の
安
全
で
安
定

し
た
給
水
、
下
水
道
の
最
低
限
の
水

処
理
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
施
設
の
耐

震
化
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
強
化

な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

都市整備局長
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■
環
境
負
荷
の
低
減

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る

活
用
、
下
水
汚
泥
の
肥
料
化
な
ど
に

よ
る
環
境
負
荷
低
減
を
推
進
し
ま
す
。

 

■
国
内
外
へ
の
貢
献

　
北
九
州
都
市
圏
域
の
中
核
都
市
と

し
て
、
行
橋
市
、
苅
田
町
へ
の
水
道

用
水
供
給
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

寄
与
す
る
国
際
貢
献
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
技
術
協
力
や
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

 

■
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
衛
星
画
像
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏

水
調
査
や
工
事
立
会
受
付
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

■
お
わ
り
に

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
積
極
的
に

各
事
業
に
取
り
組
み
、
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
上
下
水
道
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
、
本
市
上
下
水
道
事
業
へ

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

■
は
じ
め
に

　（
一
社
）北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
北
九
州
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
ま
ち
づ
く
り（
都
市

づ
く
り
）
の
戦
略
的
な
企
画
・
計
画

を
行
う「
都
市
戦
略
局
」を
新
設
し
ま

し
た
。
土
地
の
利
用
規
制
の
見
直
し

や
積
極
的
な
民
間
投
資
の
呼
び
込
み

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
し
、

魅
力
的
な
街
並
み
や
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
え
る
都
市
の
魅
力
や

価
値
の
向
上
に
よ
る
人
の
流
れ
を
創

出
す
る
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

 

■
ま
ち
な
か
居
住
移
転
支
援
事
業

　
持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
実
現
に

向
け
、
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
人
や
経
済
の

ま
ち
な
か
へ
の
集
積
を
促
進
す
る
た

め
、
区
域
区
分
見
直
し
に
よ
る
、
ま

ち
な
か
へ
の
移
転
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

 

■
持
続
可
能
な
公
共
交
通
創
造
事
業

　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
実
現
す

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
の
導

入
を
支
援
し
、「
働
き
や
す
い
環
境
」

と「
利
用
し
や
す
い
環
境
」を
構
築
し

ま
す
。

 

■
豊
か
で
居
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
エ
リ
ア
の
価
値
を
高
め
る
居
心
地

の
よ
い
都
市
空
間
を
創
出
す
る
た

め
、
小
倉
・
黒
崎
を
中
心
に
、
官
民

連
携
で
の
社
会
実
験
を
行
い
な
が

ら
、
高
質
で
賑
わ
い
の
あ
る
都
市
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
民
間
開
発
の
誘
導
策
に
つ
い
て

も
検
討
し
ま
す
。

 

■
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
取
組

　
公
園
計
画
部
門
の
移
管
に
よ
り
、

北
九
州
市
の
豊
か
な
自
然
や
公
園
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
住
宅
施
策
と
移
住
施
策
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
北
九

州
市
内
の
居
住
者
や
北
九
州
市
外
の

移
住
者
に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

 

■
お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
着
実
に
推
進

し
、
北
九
州
市
の
基
本
構
想
に
掲
げ

た
３
つ
の
重
点
戦
略
の
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
会
員
に
皆
様
に
は
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

■
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　

　（
一
社
）
北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
市
の
公
共
事
業
に
技
術
的
な
観

点
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
技
術
監
理
局
で
は
、
本
市
建
設
業

全
体
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
、
働
き

方
改
革
の
推
進
や
生
産
性
向
上
、
将

来
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

 

■
働
き
方
改
革

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
は
じ

め
、
建
設
業
界
で
は
、
若
年
就
業
者

が
減
少
し
、
将
来
に
わ
た
る
担
い
手

不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
本
市
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正

に
向
け
た「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン

ス
」
や
、
設
計
業
務
委
託
の
オ
ン
ラ

イ
ン
検
査
な
ど
を
推
進
し
、
魅
力
あ

る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
制
度
充
実

に
努
め
、
働
き
方
改
革
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
生
産
性
向
上

　
令
和
４
年
度
に
策
定
し
た「
公
共

工
事
関
係
部
署
の
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ラ

ン
」
の
も
と
、
官
民
連
携
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
お

り
、「
北
九
州
市i-C

o
n

stru
ctio

n

推
進
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、
新
技
術

の
導
入
促
進
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
行
政
手
続
き
の
Ｄ
Ｘ
の

取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
令
和
６
年

２
月
か
ら
電
子
契
約
を
導
入
し
て
お

り
、
契
約
書
の
受
取
り
や
持
込
み
が

不
要
に
な
る
な
ど
、
受
注
者
に
お
け

る
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 
■
魅
力
発
信

　
建
設
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、
貴
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
元

建
設
業
界
団
体
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、「
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
」に

お
い
て
建
設
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展

す
る
と
と
も
に
、
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト「
ケ
ン
セ
ツ
男
子
・
ケ
ン
セ
ツ
女

子
」
に
お
い
て
建
設
業
界
で
働
く
若

者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
将
来
の
担
い
手
と
な

る
若
者
に
向
け
て
、
建
設
業
の
魅
力

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
情

報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

■
担
い
手
確
保
・
育
成

　
設
計
業
務
に
携
わ
る
技
術
者
の
意

識
向
上
や
技
術
の
継
承
、
将
来
の
担

い
手
確
保
・
育
成
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
創
設
し
た「
設
計
業
務

委
託 

若
手
技
術
者
・
女
性
技
術
者

表
彰
制
度
」
で
は
、
昨
年
５
月
に
初

め
て
若
手
技
術
者
２
名
・
女
性
技
術

者
１
名
を
表
彰
し
、
今
年
度
も
表
彰

を
行
う
予
定
で
す
。

　
本
制
度
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
の

発
展
と
と
も
に
、
建
設
技
術
力
や
業

務
の
質
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
制
度
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

 

■
お
わ
り
に

　
今
後
と
も
、
貴
協
会
会
員
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都市戦略局長

上村　周二

技術監理局長

尊田　利文
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株式会社 押 川 測 量 設 計  
電話:093-571-3492 FAX:093-571-3403  E-mail: info@oshikawa-survey.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ社 

当社は、昭和４２年に土地家屋調査士事務

所として創立し、その後、幅広く地域の発展

に貢献したいと云う創業者の思いから、測

量業及び建設コンサルタント業にも分野を

広げ、現在に至るまで、地域密着型の企業

として公共事業を中心に活動しております。

会 社 紹 介 

〒803-0814 

北九州市小倉北区大手町４番23号

 

建設コンサルタントとして、公共インフラ整備及び維持のため、測量・調査・設計を行ってまいりまし

たが、昨今の集中豪雨や大地震等自然災害による被害は甚大で、どこの地域でも起こりうる事で

あり復興には時間を要します。確実な未来は予見できませんが、被害はある程度予測することが

できます。当社と致しましては、めざましい技術革新にも遅れをとらず、緊急の防備や復旧にも対

応できる様、時代のニーズに応えるべく日々精進してまいります。 

時に恐れずまわり道。 
「ひたむき」が、近道。 

道をつくり、守る仕事は「地道」です。 
石橋をたたくように慎重に 

果てしなく長い道のりを進む時でも 見えない所にこそ技術を惜しまず注ぎ 
ともすれば、まわり道を選ぶことも恐れず 千里の道を一手、一手と紡いでいく仕事です。 

それでも、私たちが歩みを止めないのは 
命や暮らしを守る安心・安全な道を 街と人を縁の下から支える頑丈な道を 

ただただ「のこしたい」と思うからです。 
「ひたむきに技術を磨き、知恵を築いていくこと。 これが私たちにできる、せめてもの近道だから」。 

日々地道に、図面に手を走らせる私たちは 今日も、そんなことばかりを考えています。 

株式会社アルファ 
〒806-0068 北九州市八幡西区別所町 2-38 ＫＤＣビル 203 号 
TEL 093-642-5122   FAX 093-642-5659 
https://alpha-company.info 

会社紹介会社紹介会員の方々の会員の方々の
どうぞよろしく　お願い致します。

どうぞよろしく　お願い致します。

一般社団法人　北九州市建設コンサルタント協会 令和６年４月15日（ 3 ）第148号



　
令
和
6
年
1
月
1
日 
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
石
川
県
等
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
一
日
も
早
い
復

興
の
力
と
な
り
ま
す
よ
う
、
協
会
と
し

て
義
援
金
を
募
り
、
総
額
百
二
十
万
円

を
2
月
16
日
北
九
州
市
片
山
副
市
長
へ

松
尾
会
長
、
鸙
野
副
会
長
、
新
川
専
務

理
事
が
持
参
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
報
の
編
集
後
記
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
4
月
15
日
の

発
行
予
定
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
特
別

な
月
で
も
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
、
私
は

こ
の
月
に
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
！
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

ん
な
中
、
甥
っ
子
も
小
学
校
の
入
学
式

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
家

に
二
大
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
と
は
、
私
の

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。
家
族
の
幸
せ

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
業
界
の
ト
レ
ン
ド

も
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
結
婚
式
と

業
界
の
ニ
ュ
ー
ス
の
動
向
、
ど
ち
ら
が

緊
張
す
る
か
…
勝
負
で
す
！
私
生
活
と

仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
ま

す
ま
す
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
本

誌
は
年
に
4
回
発
行
さ
れ
ま
す
が
、
結

婚
式
は
こ
の
月
限
定
の
特
別
版
で
す

（
笑
）。

　
そ
れ
で
は
、
業
界
の
有
益
な
情
報
が

詰
ま
っ
た
会
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
次
号
も
お
楽
し

み
に
！

極
水
設
計
㈱
　
猪
山
　
万
里
枝

　
㈱
三
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　

水
理
実
験
課
　
寺
田
　
謙

  

受
験
の
動
機

　
受
験
の
動
機
は
主
に
二
つ
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る

最
高
の
国
家
資
格
で
あ
る
技
術
士
は
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
従
事
す
る
も
の

と
し
て
、
目
指
す
べ
き
資
格
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
国
か

ら
発
注
さ
れ
る
業
務
の
管
理
技
術
者
に

な
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
技
術
士
受
験

を
始
め
、
10
回
目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く

技
術
士
第
二
次
試
験（
建
設
部
門

：

港

湾
及
び
空
港
）
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

  

筆
記
試
験
対
策

　
平
成
26
年
度
か
ら
会
社
と
し
て
技
術

士
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
本
格

的
に
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
具
体
的
な

勉
強
と
し
て
は
、
論
文
の
作
成
・
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
関
連
す
る
資
料
の

収
集
、
出
題
テ
ー
マ
の
分
析
お
よ
び
予

想
な
ど
で
す
。
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は

国
土
交
通
省
の
Ｈ
Ｐ
や
審
議
会
資
料
、

専
門
誌
、su

k
iy

a
k

i

塾
か
ら
入
手
し
ま

し
た
。

　
論
文
に
つ
い
て
は
過
去
問
を
と
に
か

く
解
き
ま
し
た
。
作
成
し
た
論
文
は
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず
複
数
名
に
添
削
を
受

け
ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
賛
否
両
論
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
合
格
論
文
を
読
む
・
引
用

す
る
こ
と
で
言
い
回
し
や
言
葉
の
使
い

方
を
マ
ネ
し
た
こ
と
も
私
に
と
っ
て
は

有
効
で
し
た（
決
し
て
丸
写
し
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

  

口
頭
試
験
対
策

　
口
頭
試
験
対
策
と
し
て
社
内
技
術
士

に
よ
る
模
擬
面
接
を
複
数
回
受
け
、
最

終
的
に
想
定
Q
＆
A
を
１
５
０
問
程
度

準
備
し
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
試
験
ま

で
1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
た
め
準
備
期

間
が
少
な
く
模
擬
面
接
の
回
数
を
重
ね

る
ご
と
に
増
え
る
Q
＆
A
の
暗
記
で
パ

ン
ク
寸
前
で
し
た
。
口
頭
試
験
は
確
固

た
る
自
信
が
持
て
ず
に
受
験
し
自
己
評

価
も
低
い
も
の
で
し
た
が
な
ん
と
か
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
し

た
要
因
は
最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た
こ

と
と
、
熱
意
と
情
熱
を
持
っ
て
誠
実
に

受
け
答
え
が
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
補
足
と
な
り
ま
す
が
、
業
務
内
容

は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
説
明
す

る
練
習
を
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
反
省
点
は
筆
記
試
験
が
終
わ
っ
た
段

階
で
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
自

信
を
持
っ
て
口
頭
試
験
に
臨
め
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

  

お
わ
り
に

　
私
が
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
社
内
に

数
多
く
の
技
術
士
が
在
籍
し
て
お
り
、

想
定
問
題
や
試
験
に
関
す
る
情
報
が
蓄

積
さ
れ
活
用
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が

や
っ
と
技
術
者
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
公
衆
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た

上
で
発
注
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
技
術
者

に
な
れ
る
よ
う
自
己
研
鑽
に
励
み
た
い

で
す
。

　
㈱
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト立

石
　
佳
公

　
令
和
６
年
１
月
15
日
に「
北
九
州
市

i-C
o
n

stru
ctio

n

推
進
協
議
会
」
主
催

の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
2
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

基
調
講
演
で
は
本
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
3
名
の
方
にi-C

o
n

stru
ctio

n

の
背
景
か
ら
現
状
そ
し
て
今
後
に
つ
い

て
、
他
自
治
体
の
取
組
事
例
紹
介
な
ど

も
含
め
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
私
は
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
従
事
し
て
い
ま

す
が
、
自
分
の
分
野
以
外
の
状
況
を
知

る
機
会
が
少
な
い
中
、
様
々
な
分
野
の

状
況
等
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
私
を

は
じ
め
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

三
谷
先
生（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
）を

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
測
量
、
設

計
、
工
事
分
野
の
若
手
技
術
者
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
、
若
手
な
ら
で
は
の
考
え
を

新
鮮
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
の
会
社
に
勤
め
る
き
っ
か

け
や
、
今
ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る

か
等
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す
質
問
に
始
ま

り
、i-C

o
n

stru
ctio

n

に
関
し
て
取
り

組
ん
で
い
る

事
・
苦
労
し

て
い
る
事
な

ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス

ト
に
は
、
弊

社
の
若
手
も

参
加
し
て
い

た

の

で

す

が
、
最
後
に

一
言
・
・
・

の
シ
ー
ン
で

弊
社
若
手
の「
今
取
り
組
ん
で
い
る

B
IM

/
C

IM

を
業
務
で
活
用
し
て
い
き

た
い
」
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
三
谷
先

生
が「
な
る
ほ
ど
！
北
九
州
市
で
も
積

極
的
にB

IM
/
C

IM

業
務
を
行
っ
て

欲
し
い
！
っ
て
事
で
す
ね
」
と
訳
さ
れ

た
時
は
、
少
し
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た

（
笑
）。
大
変
た
め
に
な
る
講
演
会
に

参
加
す
る
事
が
出
来
て
、
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。

技
術
士
合
格
者
の

　
　
体
験
記
シ
リ
ー
ズ
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